
91KOYO Engineering Journal No.157 (2000)

製品紹介

性　能

国内外を問わず省スペース化の中で，

軽量化・シフトフィーリングの向上を

図ることを目的に，ボンデッドピスト

ンシールの実用化が進められている．

当社では，米国シカゴローハイド社と

共同で開発を進め，現在対象車種の拡

大と純国産化を推進している．以下に

その概要について紹介する．

組込図

ボンデッドピストンシール
Bonded Piston Seal
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特　長

・ＥＣＴ－Ｉ学習制御

・変速高応答性

・スポーツステアマチック

・多機能化により部品点数削減

用　途

光洋シーリングテクノ株式会社

Ａ／Ｔ，ＣＶＴクラッチピストン

クイックレスポンス（従来品より低温域での作動性が優れる）


